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１  

 

第６章 
 

第６章 景観法を活用した景観形成の取り組み 

１ 景観法に基づく景観計画の枠組み 

大阪市では、第４章の景観形成の目標と基本方針を踏まえ、景観法に基づき次に示す枠組みで

景観誘導を図ります。 

 

景観計画の枠組み（法第８条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観計画区域（法第８条第２項第１号） 

 
基本届出区域 重点届出区域 

区域・地区ごとの景観形成方針（法第８条第３項） 

建築物・工作物の届出制度 

・景観形成基準（法第８条第２項第２号） 

・届出対象行為（法第 16条第１項、第７項） 

屋外広告物に関する行為の制限 

・広告物基準（法第８条第２項第４号イ） 

景観重要建造物及び景観重要樹木の指定の方針 

・景観上重要な建造物や樹木を保全・活用するための指定方針（法第８条第２項第３号）  

景観重要公共施設制度の活用 

・整備に関する事項（法第８条第２項第４号ロ） 

・占用許可等の基準（法第８条第２項第４号ハ） 
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２ 景観計画区域等 

（１）景観計画区域（法第８条第２項第１号） 

大阪市では、第４章に示す景観形成の目標の実現に向け、市域全域（市域内の地先公有水

面を含む。）を景観計画区域として定め、景観計画区域は、①基本届出区域 及び、②重点届

出区域により構成し、地域特性に応じたきめ細やかな景観形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観計画区域図 

 
景観計画区域 

（市域全域） 
基本届出区域〔重点届出区域以外〕 
（都心景観形成区域、臨海景観形成区域、一般区域） 

重点届出区域 
（御堂筋地区、堺筋地区、四つ橋筋地区、なにわ筋地区、 

土佐堀通地区、国道２号地区、中之島地区） 
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①基本届出区域 

基本届出区域は、第２章第３節に示される景観構造の特性のうち、基本となる面的な要

素を踏まえつつ、将来的な景観形成を見据え、都心景観形成区域、臨海景観形成区域、一

般区域の３つの区域で構成し、地域ごとの景観特性に応じた詳細な景観誘導を図ります。 

区域の設定にあたっては、市民や事業者にとってわかりやすい範囲設定とするため高架

道路などの地形地物などを区域界とします。 

 

基本届出区域（３区域） 

都心景観形成区域 

・概ね大阪環状線の内側（重点届出区域を除く） 

・大阪環状線の外側に位置する新大阪駅西側、大阪駅北側、天王寺駅

南側の範囲 

【新大阪駅西側】新大阪駅を中心とした商業地域・容積率 600％の区域 

【大阪駅北側】大阪環状線の外側に位置する概ね都市再生緊急整備地

域（大阪駅周辺地域）の区域 

【天王寺駅南側】大阪環状線の外側に位置する都市再生緊急整備地域

（阿倍野地域）の区域 

臨海景観形成区域 

・概ね大阪港に臨む範囲 

東側：国道 43号、木津川、西成区・住之江区の区境界、新なにわ筋 

西側：大阪湾（市境） 北側：中島川 南側：大和川（市境） 

に囲まれた区域 

一般区域 ・都心景観形成区域及び臨海景観形成区域以外 
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②重点届出区域 

地域固有の特性をいかした重点的な景観形成方策を展開するエリアとして、これまで景

観関連施策を実施してきた地区など、一定の景観形成や社会的な認知が進んでいると考え

られ、今後の景観施策の展開により更なる効果が期待できる次に示す地区を重点届出区域

として定めます。 

 

重点届出区域（７地区） 

御堂筋地区 
御堂筋及び御堂筋に面する敷地【区間／大阪駅前（JR大阪環状線）

～土佐堀通、長堀通～難波駅前（難波西口交差点）】 

堺筋地区 堺筋及び堺筋に面する敷地【区間／土佐堀通～千日前通】 

四つ橋筋地区 
四つ橋筋及び四つ橋筋に面する敷地【区間／大阪駅前（阪神前交差

点）～千日前通】 

なにわ筋地区 なにわ筋及びなにわ筋に面する敷地【区間／国道２号～千日前通】 

土佐堀通地区 土佐堀通及び土佐堀通に面する敷地【区間／なにわ筋～谷町筋】 

国道２号地区 国道２号及び国道２号に面する敷地【区間／なにわ筋～御堂筋】 

中之島地区 中之島全域、土佐堀川及び堂島川・大川（天満橋～船津橋） 

 

景観計画区域図（重点届出区域のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29年４月時点 
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（２）景観配慮ゾーン 

第２章第３節に示される景観構造の特性のうち、地形や市街地構造の景観特性に特に配慮

した景観形成を図るべきゾーンを「景観配慮ゾーン」と位置付け、対象となる範囲、景観形

成の方針及び基準を定め、基本届出区域及び重点届出区域での景観形成の方針や基準に加え、

重層的に景観形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点届出区域 

景観配慮ゾーン 
基本届出区域 
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① 都心中央部景観配慮ゾーン 

都心中央部においては、風格のある「大通り（広幅員道路）」やまとまりの感じられる「地

区道路（中小幅員道路）」の特性をいかして、沿道のまちなみを整えるとともに、船場をは

じめ市民に親しまれている都心の魅力を高めることにより、ゆとり・うるおい・にぎわい

のある景観形成を図ります。 

② 上町台地景観配慮ゾーン 

上町台地においては、坂や崖など地形の変化に富んだ景観特性が随所に見られる他、風

致地区や古墳などの緑や、大阪城、寺町、住吉大社などの歴史的な地区が、上町台地上に

重なっています。これらの特性をいかして、坂の下からの見え方への配慮や緑、歴史景観

資源との調和に配慮した景観形成を図ります。 

③ 河川景観配慮ゾーン 

景観上骨格となる河川及び河川沿川のまちなみについて、対岸、橋上及び水上からの見

え方に配慮した景観形成を図ります。 

④ 道路景観配慮ゾーン 

景観上骨格となる道路及び道路沿道のまちなみについて、見通しのよい空間である特性

をいかし、建築物の連続性や前面道路と建築物との調和に配慮した景観形成を図ります。 

 

景観配慮ゾーンの区域 

都心中央部景観 

配慮ゾーン 

○以下に示す道路に囲まれた区域及びその区域に接する敷地 

東側：谷町筋      西側：新なにわ筋 

南側：長堀通      北側：土佐堀通 

上町台地景観 

配慮ゾーン 

○以下に示す河川、道路及び区境界に囲まれた区域 

東側：玉造筋、阿倍野筋 

西側：松屋町筋、阿倍野区・西成区境、住吉区・住之江区境 

南側：長居公園通    北側：大川、寝屋川 

河川景観 

配慮ゾーン 

○以下に示す河川及び沿川区域（当該河川から 50ｍ（淀川は 100ｍ）付近

の幹線道路、鉄道等の地形地物を区域線とする。） 

淀川、大和川、神崎川、大川、堂島川、土佐堀川、道頓堀川、 

東横堀川、安治川、尻無川、木津川 

道路景観 

配慮ゾーン 

○都心景観形成区域内の以下に示す道路及びその沿道区域（路線式の用途

地域の範囲とする。） 

なにわ筋、四つ橋筋、国道 176 号（済生会病院前交差点〜梅田新道）、

御堂筋、国道 25 号・国道 26号（難波西口交差点～大阪環状線）、 

堺筋、天神橋筋、松屋町筋、天満橋筋、谷町筋、あべの筋、上町筋、 

国道２号（大阪環状線～梅田新道交差点）、国道１号（梅田新道交差点

～大阪環状線）、土佐堀通、本町通、長堀通 
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３ 建築物・工作物の届出制度 
 

（１）届出までの流れ  

景観計画区域内において一定規模以上の建築物の建築等や工作物の建設等（届出対象行為）

を行う場合は、良好な景観形成を推進するため、あらかじめ、景観法及び大阪市都市景観条

例に基づき、市長に対して届出（国の機関又は地方公共団体が行う行為については通知）を

行う必要があります。 

また、届出の前段階で、届出に係る建築物及び工作物の景観形成基準や周辺への配慮事項

について、都市景観条例に基づき事前協議を行います。 

届出内容が景観形成基準に適合しない場合は、勧告や氏名の公表、変更命令を行う場合が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

事前協議書の提出 

協議成立 

届出 

景観形成基準への適合審査 

 適合 不適合 

罰則 是正 

事前協議制度 

（都市景観条例） 

届出制度 

（景観法） 
行
為
着
手
の 

日
前
ま
で
に
届
出 

30 

事前相談 

勧告・氏名の公表（※）・変更命令 

建築確認申請等 

建築確認等 

行為の着手 

建築確認 

（建築基準法） 

（※）都市景観条例に基づく 
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（２）届出対象行為（法第 16 条第１項、第７項） 

届出対象行為の種類、規模は次に示すとおりとし、これら全ての行為を特定届出対象行為

（景観法第 17条１項）とします。 

景観計画区域内で届出を行う場合は、（３）に示す景観形成方針や景観形成基準（行為の制

限）に適合する必要があります。 

なお、景観形成方針は、市民、事業者及び行政の自主的な景観形成や相互に連携、協力し

た景観形成を進める指針となるものです。届出対象規模に満たない行為についても、景観形

成方針にそった建築物等の計画とすることが求められます。 

 

○建築物 

区  域 届出対象規模 届出対象行為 

基本届出区域 

(重点届出区域以

外とし、以下同様) 

(1) 敷地面積が2,000㎡以上の建築

物で高さが 10ｍ以上であるもの 

(2) 延べ面積が5,000㎡を超える建

築物で地階を除く階数が６以上

であるもの 

新築、増築（増築後の延べ面積が従

前の延べ面積の 1.5 倍以内のもの

を除く。）、改築若しくは移転又は外

観を変更することとなる修繕等(修

繕、模様替若しくは色彩の変更をい

う。以下同じ。)でその修繕等に係

る面積が従前の外観に係る面積の

２分の１を超えるもの 

重点届出区域 

規模にかかわらず全て 新築、増築、改築若しくは移転又は

外観を変更することとなる修繕等

(修繕、模様替若しくは色彩の変更

をいう。以下同じ。)でいずれかの

面の修繕等に係る面積がその面の

従前の外観に係る面積の２分の１

を超えるもの 

 

○工作物１ 

区  域 届出対象規模 届出対象行為 

基本届出

区域 

(1) 高架の道路又は高架の鉄道で

道路面又は線路の施工基面の地

表面からの高さが５ｍ以上の区

間が 350ｍ以上連続しているもの

（これらの附属施設を含む。） 

施工延長が350ｍを超える建設又は

外観を変更することとなる修繕等 

(2) 川幅の平均が 100ｍ以上の河川

の護岸 

施工延長が100ｍを超える建設又は

外観を変更することとなる修繕等 

(3) 橋長が 100ｍ以上の橋梁 施工延長が100ｍを超える建設又は

外観を変更することとなる修繕等 

(4) 前３号に掲げるもののほか、こ

れらに類する規模及び形態の工

作物 

建設又は外観を変更することとな

る修繕等 
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重点届出区域 

(1) 高架の道路又は高架の鉄道で

道路面又は線路の施工基面の地

表面からの高さが５ｍ以上の区

間が 350ｍ以上連続しているもの

（これらの附属施設を含む。） 

施工延長が350ｍを超える建設又は

外観を変更することとなる修繕等 

(2) 川幅の平均が 50ｍ以上の河川

の護岸 

施工延長が 50ｍを超える建設又は

外観を変更することとなる修繕等 

(3) 橋梁 建設又は外観を変更することとな

る修繕等 

(4) 前３号に掲げるもののほか、こ

れらに類する規模及び形態の工

作物 

建設又は外観を変更することとな

る修繕等 

 

○工作物２ 

区  域 届出対象規模 届出対象行為 

基本届出区域 

(1) 煙突、電波塔、広告塔その他こ

れらに類する工作物で高さが 20

ｍを超えるもの 

(2) 建築物に設置する煙突、電波

塔、広告塔その他これらに類する

工作物で、高さが 10ｍを超えるも

のであって、かつ、当該建築物と

の高さの合計が 20ｍを超えるも

の 

新設、増築、改築若しくは移転又は

外観を変更することとなる修繕等

でその修繕等に係る面積が従前の

外観に係る面積の２分の１を超え

るもの 

重点届出区域 

 

○工作物３ 

区  域 届出対象規模 届出対象行為 

基本届出区域 

コースター、観覧車その他これらに

類する遊戯施設 

新設、増築、改築若しくは移転又は

外観を変更することとなる修繕等

でその修繕等に係る面積が従前の

外観に係る面積の２分の１を超え

るもの 
重点届出区域 

 


